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委員会活動報告

　
基
地
対
策
特
別
委
員
会
は
、

8
名
の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。基
地
所
在
自
治
体
議
会

と
し
て
、入
間
基
地
を
は
じ
め

と
す
る
各
基
地
の
現
況
や
基
地

を
取
り
巻
く
状
況
を
把
握
し
、

安
全
・
安
心
な
市
民
生
活
の
確

保
に
努
め
る
た
め
、年
間
を
通

し
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
７
月
25
日
に
は
、北
関
東
防

衛
局
長
、航
空
自
衛
隊
入
間
基

地
司
令
に
対
し
、要
望
書
を
提

出
い
た
し
ま
し
た
。要
望
項
目

の
内
容
は
、安
全
飛
行
、航
空
機

騒
音
対
策
、基
地
周
辺
環
境
、基

地
運
用
、財
政
措
置
の
５
つ
の
分

野
、16
項
目
に
わ
た
り
ま
し
た
。

　
特
に
今
回
は
、長
年
要
望
を

続
け
て
い
る
項
目
の
一
つ
に
、

「
旧
軍
排
水
路
」に
係
る
も
の
が

あ
り
、国
の
関
係
機
関
に
お
い

て
所
管
を
明
確
に
し
、事
故
防

止
の
早
急
な
対
応
を
強
く
要
望

い
た
し
ま
し
た
。

　
要
望
項
目
を
ま
と
め
る
に
あ

た
っ
て
は
、現
地
調
査
を
行
い
、

経
緯
を
確
認
し
、説
得
力
の
あ

る
内
容
に
な
る
よ
う
協
議
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
、航
空
祭
が
開

催
さ
れ
た
場
合
の
安
全
飛
行
、

小
中
学
校
の
公
式
行
事
開
催
時

の
飛
行
自
粛
の
要
望
な
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
改
善
が
図
ら
れ
る
よ

う
、適
宜
要
望
活
動
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

●
議
会
運
営
委
員
会
で
は
円
滑

な
議
会
運
営
と
な
る
よ
う
、年

４
回
開
催
さ
れ
る
定
例
会
ご
と

に
振
り
返
り
を
行
い
、改
善
項

目
な
ど
を
明
確
に
し
、対
応
策

を
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
傍
聴
者
の
皆
様
に
お
願
い
し

て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
見
直
し

を
行
い
、今
ま
で
以
上
に
議
会

に
対
す
る
率
直
な
ご
意
見
を
い

た
だ
く
こ
と
で
、市
民
に
開
か

れ
た
よ
り
分
か
り
や
す
い
議
会

運
営
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
受
け
、３
年
連
続

で
中
止
と
な
っ
た
、「
子
ど
も
・

議
会
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
つ

い
て
は
、先
進
市
の
事
例
を
参

考
に
し
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開

催
な
ど
、新
た
な
手
法
で
の
実

施
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、プ

ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
や
こ
れ
ま
で

小
学
生
の
み
と
し
て
い
た
対
象

者
に
つ
い
て
見
直
し
の
検
討
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
災
害
対
応
と
し
て
、議
場
で

の
避
難
訓
練
を
行
う
と
と
も

に
、想
定
不
可
能
な
自
然
災
害

を
念
頭
に
安
否
確
認
訓
練
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、緊
急
の
参
集
が
困
難

な
場
合
を
想
定
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
を
試
行
的
に
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

基地対策特別委員会活動報告

議会運営委員会活動報告
市民に開かれた、より分かりやすい議会運営に向けて

 

年
間
活
動
計
画

活
動
内
容

市民生活の安全・安心を守るために

（参考：令和3年）議場での避難訓練のようす

入間基地司令（右）に要望書を手渡す
議長（中）、基地対策特別委員長（左）

北関東防衛局長（右）に要望書を手渡す
議長（中）、基地対策特別委員長（左）

※撮影時のみマスクを外しています。
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　一般質問のようすは、インターネットで配信をしています。２次元コードから、該当議員の動画へアクセスできます。
　（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は２年間です。）

一　般　質　問そこが聞きたい!!

普及が望まれる電気自動車

◆こども医療費を高校生まで対象に
　全国的に、こども医療費の支給対象年齢を拡
大する自治体が増えている。狭山市でも18歳
年度末（高校生）まで対象年齢を拡大してほし
いが考えは。
こども支援部長 対象年齢を18歳年度末まで拡
大することは、市の重点テーマである「若い世代
を増やす」
を実現する
施策の一つ
として、既
に実施に向
けて検討を
行っている。

◆学校給食の公会計化について
①物価高騰が続いているが、狭山市の学校給食
の状況は。
②学校給食費の値上げにつながらないよう、公
費を投入できる仕組み（公会計化）が必要だと
考えるが、検討状況は。
　　　　　　 ①食材調達の単価契約を半期か
ら月間に変更したり、献立内容を工夫するなど
の対策で、当面の間は給食の質や量も落とさず
に、栄養価の充足率の基準を満たす見込み。な
お、令和２年度の収納率は99.89％である。
②文部科学省の公会計化に関するガイドライ
ンが提示されてから、調査研究を行ってきたが、
現時点でメリットは見いだせていない。引き続
き調査研究を続けていく。なお、今後の物価高
騰で食材料費の不足が見込まれる場合、国の臨
時交付金の活用も視野に入れ対応したい。

こども医療費を高校生まで対象に／学校給食の公会計化

その他のテーマ ▼市民活動におけるオンライン学習の充実　 ▼入曽地域交流センターの利用規定について

◆計画の進捗管理について
　年度ごとの具体的な目標を示した進捗管理表

（ロードマップ）の必要性についての見解は。
市長　進捗管理表の必要性については理解を
しているが、市民や企業、団体の皆様の協力をい
ただくものが多分に含まれているので、引き続
き各指標が達成できるように着実に取り組んで
いきたい。

◆再生可能エネルギーの普及について
　公共施設における再生可能エネルギーの普及
実績は。
環境経済部長 公共施設164か所中、本庁舎、小
中学校、公民館、給食センター、市営住宅など36
か所に太陽光パネルを設置している。

◆環境学習の推進について
　環境教育を一層推進するとあるが、質・量的な
考え方についての見解は。
学校教育部長 １人１台端末を学習道具の一つ
として活用し、端末の撮影機能や探索機能を使
って環境について調べたり、個人で得た情報を
全員で共有したりすることで、今まで以上に中
身の濃い学びにつなげられている。

ゼロカーボンシティの実現に向け積極的な取り組みを！

学校教育部長

内藤　光雄（新政みらい）

大沢　えみ子（日本共産党）

録画配信の
２次元コード

録画配信の
２次元コード

（公用車）


